
表
ク
イ
ー
ン
の
芝
田
由
美
さ
ん

も
に
神
戸
市
内
の
余
暇
活
動
の

し
く
設
け
ら
れ
た
市
の
余
暇
開
ち
が
ど
っ
と
お
し
よ
せ
、
壇
上
神
戸
も
中
突
堤
ま
で
一
緒
に
走

戸
市
余
暇
情
報
セ
ン
タ
ー
が
七
二
十
四
日
（
日
）
午
後
二
時
か
を
西
下
、
神
戸
か
ら
カ
ー
フ
ェ

月
一
日
か
ら
神
戸
国
際
会
館
四
ら
兵
庫
県
民
小
劇
場
で
結
成
記
リ
ー
で
那
覇
港
に
向
か
う
。
こ

階
「
三
宮
青
少
年
ホ
ー
ル
」
内
念
演
奏
会
を
開
い
た
。
の
日
宮
崎
神
戸
市
長
か
ら
平
良

に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
当
日
の
会
場
に
は
、
お
母
さ
那
覇
市
長
あ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

こ
れ
は
今
年
の
四
月
か
ら
新
ん
に
つ
れ
ら
れ
た
チ
ピ
ッ
コ
た
が
託
さ
れ
、
市
長
や
ク
イ
ー
ン

く
な
っ
て
き
た
。
「
ハ
イ
キ
ン
て
以
来
、
毎
日
二
、
三
十
件
の

自
分
で
自
由
に
な
る
時
間
が
多
に
な
っ
て
い
る
。
オ
ー
プ
ン
し

い
ろ
い
ろ
な
余
暇
活
動
の
情
報
学
校
の
市
民
音
楽
教
室
で
練
習
六
月
八
日
日
本
橋
を
ス
タ
ー

を
提
供
し
、
相
談
に
応
ず
る
神
を
続
け
て
い
た
が
、
さ
る
六
月
卜
し
た
赤
ト
ン
ボ
号
は
東
海
道

会
が
ど
こ
か
で
開
か
れ
て
い
る
か
。
セ
ン
タ
ー
に
は
余
暇
の
た

の
で
は
？
」
「
ス
ポ
ー
ツ
を
し
め
の
、
図
書
や
参
考
資
料
も
そ

た
い
が
適
当
な
場
所
は
？
」
等
ろ
え
て
あ
る
の
で
お
気
軽
に
ど

☆
神
戸
市
余
暇
情
報
セ
ン
タ
ー
発
課
が
設
置
し
た
も
の
で
、
お

グ
に
行
き
た
い
が
適
当
な
コ
ー
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
県
外
か

ス
は
？
」
「
文
化
講
座
、
展
覧
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
と

週
休
二
日
制
の
会
社
が
増
え
情
報
を
電
話
で
知
ら
せ
る
こ
と

オ
ー
プ
ン

余暇情報センター（神戸国際会館内）

う
ぞ
ノ
．
毎
日
十
二
時
か
ら
八
☆
ユ
ッ
ク
リ
走
ろ
う
赤
ト
ン
ボ

時
ま
で
。
水
曜
日
は
休
み
。
赤
ト
ン
ボ
号
と
名
づ
け
ら
れ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
五
一
’
八
四
六
一
た
一
台
の
赤
い
自
転
車
、
交
通

☆
チ
ビ
ッ
コ
合
奏
団
、
事
故
が
た
く
左
る
よ
う
に
と
の

神
戸
に
お
目
見
え
悲
願
を
こ
め
、
交
通
遺
児
た
ち

少
年
少
女
に
よ
る
合
奏
団
が
に
よ
っ
て
乗
り
継
が
れ
日
本
を

神
戸
市
に
は
じ
め
て
誕
生
し
一
周
し
て
い
る
。
七
月
五
日
夕

た
。
神
戸
市
少
年
少
女
合
奏
団
神
戸
市
役
所
前
で
尼
崎
の
益
田

（
小
杉
博
英
会
長
、
潮
崎
満
理
茂
君
か
ら
次
の
走
者
、
神
戸
の

事
長
）
が
そ
れ
で
、
こ
の
四
月
福
本
勝
君
と
泉
谷
豊
君
に
バ
ト

に
結
成
さ
れ
て
か
ら
諏
訪
山
小
ン
タ
ッ
チ
さ
れ
た
。

か
ら
花
束
を
鵬
ら
れ
大
い
に
照

て
欲
し
い
も
の
で
あ
一
る
。

す
る
少
年
少
女
に
さ
か
ん
に
拍

ポ
ル
と
し
て
ス
ク
ス
ク
と
育
つ

れ
る
一
幕
も
あ
り
、
な
ご
や
か

手
を
送
っ
て
い
た
。
ま
た
、
代

な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

[ ~ 日の丸変奏曲」を熱演するメンバーたち

で
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
披
露

文
化
都
市
神
戸
の
若
き
シ
ン

’
4２

誕
生
日

あ
り
が

運
動

と
う

鵜
蚤
に
感
謝
い
た
し
甑
す
。

今
准
お
、
叢
す
藍
す
広
が
り
つ
つ
あ

る
こ
の
連
動
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
ご
鋤

く
ポ
ラ
ン
テ
ポ
ア
（
自
発
的
奉
仕
者
）

仲
間
を
係
り
ま
す
。

・
す
る
こ
と
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
の
生
活
の
中
で
、
あ
い
て
い
る

時
間
を
少
し
黄
わ
し
て
く
だ
さ
い
。

・
入
会
退
金
に
条
件
は
あ
り
ま
桧
ん
。

自
由
で
す
。

・
今
動
い
て
い
る
仲
開
は
会
社
員
、
Ｏ

Ｌ
、
学
生
、
主
姫
、
教
師
、
種
々
様
々

ご
く
一
般
の
人
た
ち
で
ず
。

・
金
銭
的
報
酬
嘘
い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ

ん
。・

何
か
を
し
た
い
人
、
生
き
が
い
を
求

め
暗
中
模
索
の
人
、
自
分
の
時
間
を
布

窓
義
に
使
い
た
い
人
、
仲
間
が
欲
し
い

人
・
・
…
そ
ん
な
あ
な
た
、
仲
間
に
な
っ

て
く
だ
さ
い
。

★
誕
生
日
あ
り
が
と
う
連
動
と
は

誕
生
日
の
お
祝
い
の
中
か
ら
意
識
的

に
百
円
節
約
し
賦
金
す
る
。
各
家
庭

で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機

会
を
も
つ
。
こ
の
こ
と
を
手
が
か
り
と

し
て
、
わ
た
し
た
ち
す
べ
て
が
糟
神
薄

弱
児
〈
老
）
を
あ
た
た
か
く
包
む
券
囲

気
を
広
げ
る
と
同
時
に
、
ひ
と
り
ひ
と

り
の
か
け
が
え
の
な
い
生
命
に
つ
い
て

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
、
年
に
一
度
の
誕
生

日
を
有
意
義
に
し
よ
う
、
と
い
う
運
動

で
す
。

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
大
募
集
ノ
．

『
誕
生
口
あ
り
が
と
う
遮
勤
．
》
は
、

神
戸
を
拠
点
に
全
国
に
広
が
っ
た
輔
神

薄
弱
児
問
贈
笛
難
運
動
で
す
。

今
年
五
月
で
八
周
年
を
迎
え
霞
し

た
。
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
神
戸
の
皆
さ

ま
に
感
謝
い
た
し
甑
す
。

今
准
お
、
叢
す
藍
す
広
が
り
つ
つ
あ

る
こ
の
連
動
に
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
鋤

誕
生
日
あ
り
が
と
う
運
動
本
部

神
戸
市
葺
合
区
御
幸
迩
八
の
九
の
一

神
戸
国
際
会
館
一
階
（
郵
便
局
の
前
）

（
二
五
一
）
八
一
六
一
内
線
３
１
６
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Ｗ
の
レ
コ
ー
ド
が
発
売

☆
孤
独
な
動
物
た
ち

っ
た
。

メッセージを手渡される福本君

外
装
を
遠
く
か
ら
で
も
目
立
つ
「
ブ
ル
ー
ス
・
マ
イ
・
ノ
ー
テ
ィ

’
4３
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花時計

’
4４

１

【
○
国
両
而
○
の
目

★
青
玄
の
主
幹
伊
丹
三
樹
彦
さ
ん
よ
り

Ｋ
Ｃ
Ｃ
〈
新
聞
会
館
九
Ｆ
文
化
セ
ン
タ

ー
〉
の
現
代
俳
句
教
室
を
、
八
月
よ
り

毎
月
二
回
（
二
カ
月
二
、
○
○
○
円
初

心
者
対
象
一
回
に
つ
き
三
句
添
削
）
第

一
・
第
三
金
曜
日
午
前
十
時
’
十
二
時

露
一
回
は
、
八
月
三
日
よ
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
お
問
合
せ
は
○
七
八
’
二
二

一
’
八
五
八
○
吉
岡
靖
子
迄

★
朝
日
新
聞
の
元
神
戸
支
局
長
重
森
守

さ
ん
は
、
通
信
部
長
か
ら
記
率
審
査
部

長
へ
と
七
月
五
日
付
で
変
ら
れ
ま
し

た
。
自
宅
は
、
尼
嫡
市
南
武
庫
の
荘
一

ノ
ー
九
コ
ー
ポ
武
庫
之
荘
二
○
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
四
二
三
’
二
九
三
二

★
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
堀
郁
子
さ
ん
は
、
七

月
一
日
よ
り
、
篭
池
通
り
か
ら
、
日
暮

れ
通
り
に
移
転
さ
れ
ま
し
た
。
新
住
所

は
、
神
戸
市
葺
合
区
日
幕
通
六
丁
目
五

ノ
十
七

Ｔ
Ｅ
Ｌ
○
七
八
（
二
二
一
）
一
八
七

五
で
す
。

★
女
流
カ
メ
ラ
マ
ン
の
一
の
瀬
元
子
さ

ん
（
西
宮
市
甲
束
園
ロ
ニ
ノ
ニ
十
七
ノ

八
）
は
、
七
月
十
七
日
’
二
十
二
日
銀

座
一
ヨ
ン
サ
ロ
ン
で
〃
女
の
話
ｌ
業
焔

空
華
α
の
タ
イ
マ
ル
で
一
の
瀬
元
子
写

真
展
を
鋸
か
れ
ま
し
た
。

☆
画
家
津
高
和
一
さ
ん
の
陶
作
〃
わ
す

れ
も
の
“
展
が
、
大
阪
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

厨
今
井
〃
で
七
月
十
六
日
’
二
十
一
日

ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

★
竹
田
洋
太
郎
さ
ん
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
の
新
居
は
左
記
の
通
り
で
す
。

喝
。
菌
８
弓
四
斤
＆
画

詔
宮
切
。
ｐ
〕
⑦
ぐ
口
吋
回
国
“
鼻

到
『
⑦
黒
嵐
の
乏
倒
Ｏ
Ｈ
Ｆ

ｚ
の
弓
﹈
円
の
①
﹈

少
再
．
画
や
国
ヨ
ロ
忠

★
日
本
専
売
公
社
の
金
口
所
長
は
こ
の

ほ
ど
横
浜
へ
栄
転
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

の
御
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

☆
神
戸
薪
能
八
月
一
日
か
ら

今
夏
の
神
戸
薪
能
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
が
決
ま
っ
た
。
八
月
一
、

二
日
長
田
神
社
境
内
、
八
月
二

十
五
日
須
磨
離
宮
公
園
、
い
ず

れ
も
六
時
三
十
分
に
始
ま
る
。

出
し
も
の
は

八
月
一
日
長
田
神
社

能
楽
・
鶴
亀
、
杜
若
、
石
橋

狂
言
・
附
子

八
月
二
日
長
田
神
社

能
楽
。
橋
弁
慶
、
胡
湖

石
橋

狂
言
・
蝿
虫

八
月
二
十
五
口
須
磨
離
宮
公

園

能
楽
・
羽
衣

狂
言
・
伯
母
ヶ
酒

解
説
・
畔
柳
盈
雄

神
戸
薪
能
協
会
主
催
、
別
に

姫
路
城
公
園
で
の
企
画
も
あ

☆
人
間
を
大
切
に
し
た
街
を

七
月
は
兵
庫
県
社
会
福
祉

協
議
会
が
主
催
す
る
「
第
妃

同
社
会
福
祉
夏
季
大
学
」
が

宝
塚
市
民
会
館
で
開
か
れ
、

ま
た
海
員
会
館
で
は
誕
生
日

あ
り
が
と
う
運
動
の
主
催
に

よ
る
「
第
一
回
市
民
の
福
祉

誹
座
」
が
開
か
れ
た
。

ど
ち
ら
も
日
本
の
一
流
識

Ｇ
社
の
華
麗
な
毛
皮
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
・
シ
ョ
ー
が
六
月
の
あ
る

日
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
で
開

か
れ
た
。
夢
の
サ
ガ
ミ
ン
ク
、

幻
の
フ
ィ
ン
ジ
ャ
ガ
ー
。
最
高

は
ロ
シ
ヤ
ン
セ
ー
ブ
ル
の
千
三

百
万
、
お
手
頃
は
十
八
万
か
ら

五
十
万
円
。
北
欧
か
ら
の
モ
デ

ル
や
日
本
の
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
の

優
雅
左
身
の
こ
な
し
、
司
会
の

黒
沢
良
さ
ん
の
渋
い
声
や
岸
洋

子
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
歌
と
も

相
ま
っ
て
、
う
っ
と
り
す
る
ほ

ど
豪
華
な
一
刻
で
あ
っ
た
。

る
。☆

六
甲
に
素
敵
な
ブ
テ
ィ
ッ
ク

阪
急
六
甲
か
ら
数
分
、
店
主

の
セ
ン
ス
の
良
さ
が
感
じ
ら
れ

る
ブ
テ
ィ
ッ
ク
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
・
神

戸
生
ま
れ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
浦
野

敏
彦
さ
ん
が
御
主
人
。
パ
リ
で

Ｐ
・
カ
ル
ダ
ン
に
弟
子
入
り
修

業
し
た
経
験
を
持
つ
二
十
一
歳

の
青
年
だ
が
、
カ
ル
ダ
ン
の
よ

う
に
巾
広
く
ト
ー
タ
ル
な
デ
ザ

イ
ン
を
手
が
け
る
の
が
夢
と
語

る
。
秋
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
ニ

ッ
ト
を
製
作
販
売
す
る
予
定
。

オ
ー
ト
ク
チ
ュ
ー
ル
・
プ
レ
タ

ポ
ル
テ
Ｍ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
は
Ｔ
Ｅ
Ｌ
・

八
四
一
’
四
八
五
八
。

☆
北
欧
か
ら
の
格
調
高
い
毛
皮

シ
ョ
ー

一
五
○
年
の
歴
史
と
伝
統
を

誇
る
北
欧
の
Ａ
・
Ｃ
・
Ｂ
Ａ
Ｎ

師
に
よ
る
レ
ベ
ル
の
高
い
充

実
し
た
福
祉
講
座
で
あ
り
、

参
加
し
た
受
講
生
た
ち
は
猛

暑
の
中
を
熱
心
に
メ
モ
を
と

り
、
耳
を
傾
け
て
い
た
。

最
近
こ
う
し
た
福
祉
講
座

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
研
修
会

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
研
究
生

が
か
な
り
増
え
て
き
て
い
る

よ
う
に
思
う
。
こ
れ
も
福
祉

社
会
志
向
型
の
一
つ
の
現
象

か
も
し
れ
な
い
が
、
近
年
の

目
に
あ
ま
る
日
本
の
環
境
破

壊
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染
を
は
じ
め

と
す
る
種
々
の
公
害
、
住
宅

難
や
物
価
高
に
よ
る
生
活
の

圧
迫
、
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
近
年

豪華な毛皮コート

の
ゆ
が
ん
だ
都
市
文
明
の
中

で
、
も
う
一
度
人
間
を
見
つ

め
、
考
え
な
お
し
て
い
こ
う

と
す
る
人
達
が
増
え
て
き
た

か
ら
の
よ
う
に
も
思
う
。

社
会
の
中
の
弱
い
立
場
に

あ
る
人
達
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
私
達
の
一
人
ひ
と
り
が

人
間
と
し
て
の
誇
り
を
も
ち

安
心
し
て
生
活
の
で
き
る
社

会
が
本
当
の
福
祉
社
会
の
は

ず
で
あ
る
。
神
戸
が
よ
り
住

み
や
す
い
街
と
な
る
た
め
に

は
、
神
戸
の
街
が
ま
ず
人
間

を
大
切
に
す
る
思
想
を
も
つ

こ
と
が
根
本
で
あ
ろ
う
。（

Ｈ
）
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本場の味

|芦声 、

異

●
お
一
潤
の
『
殿
堂

ソ
1４５

おいしさ力零
口いつぱいに
ひろ力ぎる……ア

サ
ヒ
ビ
ー
ル
蒔
胞
約
脈
代
理
店

、＝

酒類調味食品問屋
、神戸酒類販売株式会社
本店．生田区中山手通１丁目７６

ＴＥＬ(0 7 8 ) 3 2 1 - 0 2 0 1 (代表）
支店・西宮・垂水・兵庫

雌
補

｜
’

厩三宮センター街柳筋店
ＴＥＬ3 2 1 - 3 4 4 6 . 3 3 1 - 0 5 7 2

厘新開地店
ＴＥＬ５７６－１１９１

圏平野店（平野市場内）
ＴＥＬ3 6 1 - 0 8 2 1

国三宮センター街サンプラザピル
ＴＥＬ3 9 1 - 3 7 9 3
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鍵

‐

壱
蕊
禁
漁

鮪, ､ 久手
支
店
さ
ん
ち
か
味
の
の
れ
ん
街

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
狐
）
５
２
３
３

（
第
３
水
曜
日
休
み
）

本
店
大
丸
前
・
三
宮
神
社
束

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
知
）
弱
”
両
池
１
４

（
毎
週
水
曜
日
休
み
）

営業時間
A ､Ｍ,１１．３０～Ｐ.Ｍ９．００

神戸三宮生田ノ社ノ西電話( 3 3 1 ) ０９３５

S ＵＭＭＥＲＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

蔦
駕篭驚蕊: 蕊誤

元町４丁何ＴＥＬ( 3 4 1 ) 7 2 9 0
三 恵洋服店

露
1４６

秦
：

や
っ
ぱ
り
う
ま
い

む
さ
し
の
と
ん
か
つ

愚
蕊
》

で
ん
わ
．
知
’
三
七
七
一

皿
’
○
六
三
四

畑
’
○
六
三
五

ハイセンスの紳士服で最高のおしゃれを／

識

溌蕊

灘
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室内工芸 ロ
函

額橡絵画・洋画材料

夏の太陽のもと子供たちは強く育ちます
カメヤには水遊びのオモチャがいっぱい

元町１丁目ＴＥＬ( 3 3 1 ) 6 1 9 5

お…の力Ｘヤ
三宮方面でのお買物は･ ･ ･ …

華毒凄講i鐙鴬俸謝::：
バンプウ店元町 j 亜 l ‐丁目不二家前 3 9 1 . 0 7 6 8

S ＵＭＭＥＲＫＯＢＥＳＨＯＰＰＩＮＧ

太田篭甲店額瀧織
1４７

議倒篭箪鵜

末 積製

田露砺ＨＵ噂緬嘘麺唇 . ､ ﾛ ｰ 菖零輔鷹睡嘘暮 # 藍登垂一空

くつ甲美術品とアクセサリーの専門店

高級紳士服専門店

神戸テーラー

さんちかメンズタウンＴＥＬ( 3 9 ｴ ) 0 3 8 8
生田区北長狭通2 ( 阪急西口) ＴＥＬ( 3 3 1 ) 2 8 1 7 . 3 1 7 3
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え

卜シヨ シヨ

、
職が弾ら

む
ア
パ
・

い
洋
館
の
住
．

戸
の
中
に
電
』

低
い
男
の
歌
一

は
、
彼
女
の
一

そ
れ
は
、
中
）

し
い
尾
を
曳
．

女
は
古
い
洋
挫

桃
の
、
官
能

ビ
ル
の
群
と

。
今
日
の
最

大
な
一
匹
の

迎
え
よ
う
と

太
陽
は
海
を

の
テ
ラ
ス
に

い
る
の
だ
っ

な
海
の
匂
い

告
さ
せ
た

い
た
。崖

上

ＨＯＮＥＹ
〈前編＞

下大路由佳
佐藤英夫

い
つ
』
」
。

１
４８

１

左
か
つ
た
。
い
や
、

る
白
い
ビ
ル
一

見
え
る
。
今
一

海
は
巨
大
な

臨
終
を
迎
え
、

堆
後
の
太
陽
伽

崖
の
上
の
テ
ー

け
て
い
る
一

か
な
海
一

生
ロ
』
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ヴ
ァ
ー
ノ
ン
が
彼
女
を
呼
ん
だ
。
彼
が
彼
女
に
呼
び
か
け
る
時

好
ん
で
使
う
〈
顧
目
喝
〉
と
い
う
響
き
に
、
レ
イ
コ
は
常
に
、
彼

の
す
べ
て
の
愛
情
を
、
や
さ
し
さ
を
感
じ
た
。
彼
女
は
彼
に
微
笑

し
て
み
せ
た
。

「
国
目
の
〕
・
旨
﹈
ず
目
①
﹈
ず
目
呂
Ｌ

だ
が
、
彼
が
言
葉
に
す
る
前
に
、
彼
女
は
既
に
彼
が
言
お
う
と

し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
彼
女
は
微
笑
し
た
が
ら

努
力
し
て
快
活
に
言
っ
た
の
だ
。

可
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
、
あ
な
た
い
つ
か
言
っ
た
わ
ね
。
本
当
？
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
太
陽
は
山
か
ら
昇
る
の
？
Ｌ

い
つ
と
き

ヴ
ァ
ー
ノ
ン
は
、
一
時
、
眼
を
閉
じ
た
。
彼
の
肱
は
淡
い
茎
色

を
し
て
い
る
。
彼
が
疲
労
す
る
時
、
決
ま
っ
て
現
わ
れ
る
淡
い
茎

色
を
彼
女
は
愛
し
た
。
そ
し
て
、
抑
制
し
難
い
、
奔
流
の
よ
う
な

い
と
お

愛
し
み
が
、
ほ
と
ん
ど
気
狂
い
じ
み
た
や
り
方
で
彼
の
肱
に
自
分

の
唇
を
何
度
も
押
し
当
て
さ
せ
た
多
く
の
夜
を
、
レ
イ
コ
は
思
い

出
し
て
い
た
。

「
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
太
陽
は
山
か
ら
昇
る
…
・
・
・
。
だ
か

ら
僕
は
、
そ
れ
を
君
と
見
よ
う
と
言
っ
て
い
る
ん
だ
。
僕
達
の
テ

ィ
ー
ム
の
日
本
で
の
仕
事
は
終
っ
た
。
何
度
も
言
っ
た
け
れ
ど
、

当
分
僕
に
は
Ｏ
ぐ
胃
の
①
“
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
等
が
こ
の
次
、
僕

を
ど
こ
に
送
る
か
僕
は
知
ら
な
い
。
と
に
角
、
日
本
へ
は
お
そ
ら

く
僕
は
も
う
二
度
と
来
る
こ
と
は
な
い
と
思
う
。
君
は
、
ど
う
し

て
僕
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
へ
…
…
Ｌ

レ
ィ
コ
は
静
か
に
首
を
振
っ
て
彼
を
遮
っ
た
。
そ
し
て
彼
に
近

づ
き
、
傍
ら
に
腰
を
下
ろ
す
と
、
彼
の
首
に
両
手
を
巻
き
、
紫
が

か
っ
た
青
い
彼
の
眼
の
中
を
覗
き
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
ゆ
っ
く

り
言
っ
た
。

「
ロ
胃
冒
、
あ
た
し
は
、
あ
な
た
の
奥
さ
ん
に
は
な
れ
な
い
わ
。

倣
慢
に
聞
え
た
ら
許
し
て
ち
ょ
う
だ
い
。
で
も
そ
れ
は
あ
た
し
が

世
界
だ
か
ら
よ
・
こ
の
世
界
そ
の
も
の
だ
か
ら
よ
・
ヴ
ァ
ー
ノ
ン

あ
た
し
は
死
左
の
Ｌ

彼
女
は
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
の
首
に
廻
し
た
手
に
力
を
龍
め
、
彼
の
肩

に
自
分
の
頭
を
乗
せ
た
。

可
で
も
．
…
．
．
、
愛
し
て
い
る
わ
、
あ
な
た
を
、
と
て
も
」

１
４９

１

に
、
そ
の
家
の
住
人
を
見
た
の
か
も
し
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
彼
女

が
そ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。
彼
女
が
持
つ

余
り
に
も
多
く
の
顔
達
、
別
離
と
い
う
名
で
彼
女
の
裡
に
楼
み
つ

き
、
そ
し
て
そ
の
別
離
の
も
つ
半
ば
の
永
久
性
の
た
め
に
肉
体
を

失
い
、
た
だ
の
標
識
と
し
て
の
墓
標
の
よ
う
に
、
彼
女
の
裡
に
在
る

顔
達
。
鯵
し
い
男
の
顔
１
．
そ
う
だ
わ
、
嶋
聯
だ
っ
た
わ
、
そ
し

て
…
…
、
そ
こ
へ
戻
る
だ
ろ
う
・
・
・
…
ま
た
。
彼
女
は
思
っ
た
。

「
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
、
陽
が
沈
ん
だ
わ
Ｌ

彼
の
返
事
は
返
っ
て
来
な
い
。
彼
女
は
、
夕
暮
が
徐
々
に
、
や

さ
し
い
休
息
で
包
み
は
じ
め
て
い
る
彼
等
の
寝
室
を
振
返
っ
た
。

ヴ
ァ
ー
ノ
ン
は
、
海
に
向
い
た
部
屋
の
ほ
ぼ
中
心
、
ベ
ッ
ド
の
傍

み
つ

ら
の
ソ
フ
ァ
か
ら
、
彼
女
を
視
凝
め
て
い
た
。
金
色
の
雌
の
下
か

ら
、
彼
女
を
見
上
げ
て
い
る
彼
の
、
紫
に
近
い
青
い
眼
は
悲
し
気

で
、
そ
の
透
き
通
っ
た
悲
し
み
の
色
は
彼
女
に
、
彼
に
対
す
る
激

し
い
謝
罪
を
覚
え
さ
せ
、
そ
れ
以
上
彼
を
眺
め
つ
づ
け
る
こ
と
を

耐
え
ら
れ
な
く
さ
せ
た
。
彼
女
は
ま
た
、
彼
に
背
を
向
け
て
海
の

方
へ
向
き
直
っ
た
。
そ
れ
か
ら
低
い
声
で
言
っ
た
。

「
陽
が
沈
ん
だ
わ
…
…
。
死
ん
だ
わ
…
…
、
今
日
が
Ｌ

そ
う
だ
、
今
日
が
死
ん
だ
わ
。
そ
し
て
今
、
太
陽
に
染
め
ら
れ

モ
ー
ブ

た
赤
い
雫
云
が
ち
切
れ
、
淡
い
水
色
か
ら
紫
色
へ
と
移
行
し
て
行
く

美
し
い
空
の
こ
の
七
月
も
や
が
て
死
ぬ
だ
ろ
う
。
彼
女
が
死
を
意

識
し
は
じ
め
た
瞬
間
、
そ
れ
は
そ
こ
か
し
こ
に
、
例
え
ば
、
七
月

の
夕
べ
の
屋
外
を
横
切
っ
て
行
く
柵
の
鳴
き
声
、
迫
っ
て
来
る
闇

い
吉

の
中
に
融
合
す
る
こ
と
を
頑
な
に
拒
ん
で
い
る
、
現
在
は
埜
光
色

を
帯
び
た
よ
う
に
見
え
る
爽
竹
桃
の
桃
色
、
彼
女
の
見
知
ら
な
い

ギ
タ
ー
の
弾
き
手
、
そ
の
旋
律
、
そ
し
て
彼
女
の
愛
し
て
い
る
一

つ
の
顔
の
上
に
、
死
は
姿
を
現
わ
す
の
だ
。
な
ぜ
な
ら
、
世
界
そ

の
も
の
が
過
ぎ
て
ゆ
く
一
瞬
々
々
の
中
に
死
ん
で
い
た
か
ら
。
レ

ィ
コ
は
、
自
分
が
又
し
て
も
束
の
間
、
死
と
戯
れ
て
い
た
こ
と
を

認
め
た
。
死
を
強
く
彼
女
の
認
識
の
中
に
唾
ら
せ
、
そ
の
こ
と
で

彼
女
は
、
自
分
自
身
の
生
を
、
自
分
に
向
か
っ
て
認
識
さ
せ
よ
う

、
、

と
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
た
。
あ
た
し
は
生
き
て
い
る
わ
、
そ
れ

死
を
認
識
出
来
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
。

「
閏
目
①
旨
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皮
肉
な
こ
と
に
彼
が
世
界
の
多
く
の
土
地
で
売
り
込
む
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
が
、
彼
の
能
力
を
冷
酷
に
弾
じ
き
算
定
し
、
決
定
づ
け
て

し
ま
う
日
々
の
連
な
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
フ
ァ
イ
ル
さ
れ
た

聯
し
い
書
類
の
一
枚
と
な
り
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
彼
の
地
位
を
保

ち
、
そ
れ
等
の
書
類
か
ら
外
さ
れ
る
日
、
ノ
ル
マ
未
達
成
に
よ
っ

て
お
払
箱
に
癒
る
ｌ
日
々
の
連
蹟
，
が
崎
に
ヴ
ァ
‐
ノ
ン
に
も

た
ら
す
、
叫
び
出
し
た
い
と
い
う
発
作
を
、
ロ
ス
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ

の
白
さ
の
中
に
埋
没
さ
せ
、
何
マ
イ
ル
も
彼
は
車
を
走
ら
せ
つ
づ

け
た
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ス
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
白
さ
が
、
彼

に
瞬
間
、
奇
妙
な
郷
愁
を
覚
え
さ
せ
た
。
だ
が
、
と
彼
は
思
っ

た
。
エ
ト
ラ
ン
ゼ
と
し
て
、
こ
の
見
知
ら
ぬ
土
地
、
彼
に
と
っ
て

は
〈
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
〉
と
い
う
街
の
名
さ
え
も
が
、
未
知
の
、
新
鮮
な
エ

キ
ゾ
チ
シ
ズ
ム
を
た
た
え
た
土
地
に
在
る
彼
の
存
在
が
、
現
実
を

越
え
、
現
実
を
変
形
さ
せ
、
遂
に
は
抽
象
物
そ
の
も
の
と
し
て
美

化
さ
れ
た
故
郷
ロ
ス
を
、
彼
の
内
部
に
椛
築
し
て
い
る
の
だ
、
と
。

故
郷
に
自
ら
を
定
着
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
彼
は
き
り
も
ま
い
お

互
い
の
酷
似
し
す
ぎ
た
日
々
の
連
鎖
を
嫌
悪
し
、
そ
し
て
そ
れ
等

の
日
々
の
背
景
と
し
て
の
街
を
嫌
悪
し
、
土
地
そ
の
も
の
を
嫌
悪

す
る
だ
ろ
う
。
初
め
て
降
り
立
つ
海
外
の
街
々
で
、
彼
を
最
初
に

見
舞
う
激
し
い
不
安
が
、
彼
の
全
神
経
を
極
度
に
張
り
つ
め
さ
せ

緊
張
の
頂
点
へ
彼
を
押
し
上
げ
る
、
身
震
い
す
る
よ
う
な
戦
擁

を
、
彼
は
愛
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
は
土
地
か
ら
土
地
を
め
ま

ぐ
る
し
く
移
り
つ
づ
け
た
の
だ
。
海
外
派
造
が
終
る
日
、
彼
は
社

を
去
り
、
新
し
い
別
の
職
場
を
、
ス
テ
イ
ッ
の
多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
求
め
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
多
く
の
他

の
人
達
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
よ
り
高
い
サ
ラ
リ
ー
の
為
に
で

は
な
く
、
身
震
い
す
る
あ
の
不
安
と
戦
傑
の
為
に
。
ヴ
ァ
ー
ノ
ン

は
岸
壁
に
打
ち
寄
せ
る
、
小
さ
く
穏
や
か
な
、
空
の
色
を
反
映
し

た
灰
色
の
波
に
眼
を
落
し
た
。
海
ほ
ど
不
可
解
な
も
の
は
無
い
。

海
は
彼
に
と
っ
て
、
観
念
、
そ
れ
自
体
の
よ
う
に
思
え
た
。
果
て

し
も
ま
く
打
ち
寄
せ
、
果
て
し
も
な
く
引
い
て
行
き
、
そ
し
て
尽

き
る
こ
と
の
な
い
、
そ
の
捕
え
難
さ
。
余
り
に
も
巨
大
で
あ
り
な

が
ら
、
余
り
に
も
希
薄
左
海
の
実
在
感
。
彼
は
、
自
分
が
海
を
追

い
求
め
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
こ
と
を
、
生
涯
を
賭
け
て
そ
れ
を
追
い

１
５０

彼
は
、
彼
女
の
肩
に
手
を
置
く
と
そ
れ
を
抱
き
し
め
た
。
レ
イ

コ
は
、
彼
女
自
身
を
世
界
そ
の
も
の
、
死
だ
と
言
う
。
ヴ
ァ
ー
ノ

ン
は
彼
女
の
裡
に
在
る
空
し
さ
を
理
解
し
て
い
た
。
理
解
し
た
か

ら
こ
そ
、
彼
は
こ
の
娼
婦
を
し
て
い
た
女
と
、
三
年
間
を
共
に
生

活
し
た
の
だ
。
生
の
空
し
さ
を
垣
間
見
た
人
間
を
、
そ
の
底
な
し

の
暗
い
穴
か
ら
引
戻
す
力
が
、
自
分
に
は
無
い
の
だ
と
彼
は
思
っ

尖
み

た
。
そ
し
て
彼
は
自
分
を
恐
ろ
し
く
無
能
に
、
黄
泉
の
戸
口
に
立

っ
て
ユ
ー
リ
デ
ィ
ス
を
呼
び
つ
づ
け
る
、
敗
北
し
た
オ
ル
フ
ェ
の

よ
う
に
感
じ
た
。
自
ら
を
死
と
呼
ぶ
こ
と
、
一
つ
の
空
し
さ
そ
の

も
の
に
自
分
を
化
そ
う
と
す
る
彼
女
。
多
分
彼
女
は
、
彼
女
の
よ

う
な
人
間
が
自
ら
を
生
き
つ
づ
け
さ
せ
る
唯
一
の
手
段
と
し
て
、

そ
れ
を
選
ん
だ
の
だ
。
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
は
、
テ
ラ
ス
の
細
い
支
柱
越

モ
ー
ブ

し
に
見
え
る
、
水
平
線
が
も
う
定
か
で
は
な
く
な
り
、
宛
エ
の
紫
色

に
溶
け
入
り
、
そ
し
て
点
滅
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
こ
ぼ

れ
落
ち
た
、
幾
つ
か
の
光
の
滴
の
よ
う
な
船
の
灯
が
揺
れ
て
い
る

海
の
辺
り
に
、
眼
を
や
っ
た
。
彼
は
、
レ
イ
コ
の
い
く
分
し
わ
が

れ
た
低
い
声
を
、
彼
の
記
憶
の
中
で
探
っ
て
い
た
。

「
曙
の
の
．
Ｈ
面
豊
①
旨
黒
め
§
肖
昌
＆
沖
○
日
釦
日
、
ロ
．
国
の
弓
昌

冒
①
ぐ
胃
可
の
ず
眉
斥
、
、
巴
ロ
．
の
。
》
昏
胃
目
の
ｍ
ｐ
ｍ
煙
些
呂
昏

ひ
と

岸
、
①
﹈
｛
．
（
え
え
、
あ
た
し
は
あ
る
男
と
別
れ
た
ば
か
り
よ
。
彼
は

二
度
と
帰
っ
て
来
た
い
わ
、
そ
う
、
そ
れ
は
一
つ
の
死
そ
の
も
の

を
意
味
し
て
い
る
）
Ｌ

そ
の
夏
の
夜
明
け
、
突
堤
で
は
、
停
泊
中
の
貨
物
船
が
原
色
の

国
肱
を
、
瓢
の
中
に
ぐ
っ
た
り
う
な
だ
れ
、
灰
色
の
船
体
を
ひ
っ

そ
り
波
間
に
浮
か
べ
て
い
た
。
す
べ
て
が
最
後
の
眠
り
を
食
欲
に

負
っ
て
い
る
時
間
、
朝
の
間
近
か
と
い
う
よ
り
は
、
夜
の
静
寂
と

眠
り
の
孤
独
を
、
夜
の
只
中
に
居
る
時
よ
り
も
む
し
ろ
ず
っ
と
強

く
感
じ
さ
せ
る
そ
れ
は
、
真
夏
の
午
前
四
時
の
港
だ
っ
た
。
ヴ
ァ

ー
ノ
ン
は
、
人
気
の
な
い
街
を
凄
い
ス
ピ
ー
ド
で
車
を
飛
ば
し
、

そ
し
て
港
の
突
堤
の
先
端
に
車
を
止
め
た
の
だ
っ
た
。
運
転
席
の

シ
ー
ト
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
な
が
ら
、
彼
は
故
郷
の
ロ
ス
の
、
ハ

イ
ウ
ェ
イ
を
夢
見
て
い
た
。
何
マ
イ
ル
も
、
た
だ
ひ
た
す
ら
白
い

ハ
イ
ウ
ェ
イ
だ
け
が
彼
の
前
方
に
延
々
と
横
た
わ
る
、
ロ
ス
郊
外

一
時
間
以
上
も
人
影
も
車
も
見
え
な
い
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
白
さ
。
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☆グラビア「女の四季」宇津宮雅代
〃 「万葉記」⑤犬養孝
〃 「A11dHisLadies」

奈良本辰也
〃 「京阪神三Ｔｌ了長中国訪問

レポート」
〃 「私の散歩道_ ｌ

西村大治郎、上田安子、古林喜楽
☆特集地方自治体一環境と福祉一
〃京阪神味覚ガイド
〃祇園商店街とアーケード完

成 _ 新しい京都一
☆連載対談⑳茂山千作、北岸佑吉
☆商売の最前線「にしむら伽俳店」
☆激動のアラブを行く⑨
エジプト（下）林辰比古

☆「織田作之助伝」⑰大谷晃一
☆「播州歴史散歩」⑥赤穂黒部亨
☆「競馬酔狂伝」⑥新橋遊吉
☆この人この時きだ・たろう他

得
る
だ
ろ
う
こ
と
を
確
信
し
て
い
た
。
だ
が
彼
は
、
自
分
の
確
信

が
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
を
詮
索
し
て
み
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

海
を
、
希
薄
な
実
在
感
を
追
い
求
め
つ
づ
け
る
こ
と
の
可
能
性
と

確
信
が
、
正
し
く
彼
の
持
つ
男
性
、
か
ら
来
る
の
だ
ろ
と
い
う
こ

と
を
彼
は
考
え
て
み
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

ヴ
ァ
ー
ノ
ン
が
車
に
戻
り
か
け
た
時
、
彼
の
紫
が
か
っ
た
青
い

眼
の
中
に
、
レ
イ
コ
は
居
た
の
だ
。
彼
女
は
、
突
堤
の
倉
庫
の
、

厚
い
金
属
の
扉
に
も
た
れ
、
海
の
側
に
向
い
て
立
っ
て
い
た
。
辺

り
を
包
ん
で
い
る
白
い
篭
よ
り
も
、
さ
ら
に
白
く
乾
い
て
、
薄
明

の
中
に
、
一
切
の
感
情
の
陰
影
を
欠
い
た
顔
の
上
の
、
東
洋
人
特

有
の
切
れ
長
の
眼
が
、
彼
を
映
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も
彼
の

後
方
の
海
か
、
あ
る
い
は
海
と
同
じ
色
を
し
た
、
太
陽
の
気
配
を

い
つ
ぱ
い
に
支
え
な
が
ら
ま
だ
光
の
射
さ
な
い
空
を
向
い
て
い
る

の
か
、
彼
に
は
分
ら
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
、
昨
夜
以
来
直
さ
れ
て

い
な
い
ら
し
い
口
紅
の
ロ
ー
ズ
色
が
、
彼
女
の
表
情
を
よ
け
い
荒

廃
さ
せ
て
み
せ
た
。
ヴ
ァ
ー
ノ
ン
は
彼
女
の
方
へ
進
ん
で
行
き
、

言
っ
て
し
ま
っ
て
か
ら
何
故
そ
う
尋
ね
た
の
か
を
自
問
し
な
が
ら

彼
女
に
言
葉
を
か
け
て
い
る
自
分
を
見
出
し
た
の
だ
。

可
ロ
丘
胃
Ｏ
ｐ
ｍ
の
ａ
ｍ
Ｏ
日
の
目
①
。
患
（
誰
か
を
見
送
っ
た
か

の
で
す
か
）
」

一
瞬
、
彼
女
は
黒
い
切
れ
長
の
眼
を
大
き
く
彼
に
向
か
っ
て
兇

☆新しい関西を創造する総合雑誌

オール関西
< ８月号予告〉

開
き
、
そ
し
て
少
し
し
わ
が
れ
た
低
い
声
で
い
っ
た
。

「
圏
の
の
、
Ｈ
ぽ
画
く
①
旨
の
叶
名
の
胃
昌
＆
岸
Ｃ
日
餌
日
四
目
．
函
の
司
崖

ロ
の
ぐ
①
Ｈ
す
の
ず
骨
片
四
ｍ
巴
ロ
．
の
○
》
吾
胃
甘
呂
舜
、
四
」
８
号
岸
、
①
房
」

ハ
ン
ブ
ル
グ
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
、
マ
ニ
ラ
で
、
シ
ド

ー
ー
ー
で
、
ヴ
ー
ノ
ー
ノ
ン
は
彼
が
駐
在
し
た
土
地
土
地
で
、
多
く
の

そ
の
種
の
女
達
を
知
っ
て
い
た
。
し
か
し
神
戸
で
彼
が
初
め
て
見

た
そ
の
娼
婦
の
言
葉
は
、
彼
の
心
の
中
に
何
か
重
く
沈
ん
で
行
く

も
の
、
錨
の
よ
う
に
重
く
沈
ん
で
行
く
も
の
を
与
え
た
の
だ
っ
た
。

「
愛
し
て
い
た
の
で
す
か
？
と
て
も
Ｌ

ヴ
ァ
ー
ノ
ン
は
彼
女
に
聞
か
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
何
故
な

ら
、
彼
女
の
眉
の
間
に
寄
せ
ら
れ
た
深
い
騎
り
が
、
彼
女
を
娼
婦

だ
と
思
っ
た
自
分
の
直
感
が
間
違
い
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
、
彼

を
戸
惑
わ
せ
た
ほ
ど
、
苦
痛
に
似
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

「
多
分
そ
う
か
も
し
れ
な
い
し
、
そ
う
じ
ゃ
な
か
っ
た
か
も
し
れ

な
い
。
で
も
終
っ
た
わ
。
死
ん
だ
わ
。
あ
の
男
は
死
ん
だ
の
と
同

じ
よ
・
そ
し
て
彼
に
と
っ
て
あ
た
し
も
、
死
と
同
じ
な
ん
だ
わ
」

そ
れ
か
ら
彼
女
の
黒
い
眼
は
、
不
安
定
に
空
宙
を
さ
迷
い
、
怯

え
た
よ
う
に
、
彼
に
向
か
っ
て
ま
た
大
き
く
見
開
か
れ
た
。

「
ど
こ
か
へ
、
連
れ
て
行
っ
て
ち
ょ
う
だ
い
。
そ
し
て
あ
た
し
を

暖
め
て
。
重
い
わ
、
重
く
て
耐
え
ら
れ
な
い
わ
…
…
死
は
。
あ
た

し
を
、
あ
た
し
を
暖
め
て
ち
ょ
う
だ
い
、
お
願
い
だ
か
ら
Ｌ
Ｓ
づ
く
）

１
５

月刊オール関西編集部
大阪市北区梅ケ枝8 0 梅新東ピル７F
T E L O 6 - 3 6 4 - 2 4 3 4 ～７（代）
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f p d曲
線
ハ
イ
ウ
エ
イ

象
の
話
か
ら
、
Ｓ
氏
の
動
物
談
議
は
、
尽
き
る
こ
と
が
な
く
、

動
物
た
ち
の
セ
ッ
ク
ス
の
話
に
ま
で
お
よ
ん
だ
。

何
十
年
も
動
物
ひ
と
筋
に
生
き
て
き
た
Ｓ
氏
は
、
そ
の
な
が
い

武
田
繁
太

え
・
横
塚

連
載
小
説
〈
判
〉

経
験
か
ら
、
お
ど
ろ
く
ほ
ど
多
く
の
動
物
た
ち
、
小
は
昆
虫
や
小

鳥
、
大
は
牛
や
馬
や
熊
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
左
交
尾
の
姿
を
観
察
し

て
い
た
。

「
だ
け
ど
、
総
じ
て
言
え
る
こ
と
は
、
ど
ん
な
動
物
も
、
い
っ
し

ょ
う
け
ん
め
い
に
愛
し
あ
っ
て
い
ま
す
ね
。
身
体
を
張
り
、
生
命

を
賭
け
て
、
セ
ッ
ク
ス
を
営
ん
で
い
ま
す
ね
。
ク
モ
の
交
尾
な
ど

も
、
す
さ
ま
じ
い
ほ
ど
で
す
よ
Ｌ

ク
モ
は
、
メ
ス
が
大
き
く
、
オ
ス
が
小
さ
い
。
し
か
も
、
メ
ス

〔
あ
ら
す
じ
〕
東
名
高
速
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
で
多
木
洋
介
は
神
戸
の
女
性
宇

津
康
子
と
知
合
い
、
逢
瀬
を
重
ね
る
う
ち
に
康
子
に
ひ
か
れ
て
い
っ
た
。
あ
る

日
友
人
岡
本
和
彦
と
共
に
神
戸
へ
き
た
多
木
は
康
子
に
会
え
ず
、
彼
女
の
面
影

に
似
た
辰
野
英
子
を
紹
介
さ
れ
、
六
甲
山
へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
た
。
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
な
情
景
に
誘
わ
れ
て
英
子
を
抱
き
し
め
た
多
木
の
胸
に
、
初
め
て
感

じ
る
い
と
お
し
さ
が
つ
の
り
、
そ
の
夜
二
人
は
愛
し
あ
っ
て
別
れ
た
。

そ
ん
な
時
突
如
と
し
て
康
子
か
ら
電
話
が
あ
り
、
多
木
と
康
子
は
二
人
の
愛

を
確
か
め
あ
っ
た
。
翌
朝
、
風
の
よ
う
に
去
っ
て
い
っ
た
康
子
を
追
い
神
戸
に

き
た
筈
の
多
木
は
、
岡
本
の
早
呑
み
込
み
と
神
戸
の
雰
閥
気
の
中
で
英
子
を
捜

し
て
い
る
自
分
に
気
付
い
た
。
英
子
を
み
つ
け
た
多
木
は
淡
跨
島
へ
の
ド
ラ
イ

ブ
に
出
か
け
た
が
、
そ
の
帰
り
に
中
年
の
男
と
寄
り
そ
っ
て
歩
い
て
い
る
康
子

を
目
撃
し
た
。
そ
の
衝
爆
を
負
っ
て
帰
京
し
た
多
木
の
も
と
に
康
子
か
ら
の
屈

託
の
な
い
電
話
が
入
っ
た
。
十
日
間
の
休
暇
を
え
た
多
木
は
、
北
海
道
へ
の
ド

ラ
イ
ブ
に
康
子
と
出
か
け
、
札
幌
か
ら
海
岸
沿
い
の
国
道
を
通
り
、
さ
い
は
て

の
村
島
牧
に
向
っ
た
。
そ
の
村
は
、
難
病
に
か
か
っ
た
象
の
花
子
が
温
泉
で
闘

病
し
て
い
る
こ
と
で
、
か
つ
て
新
聞
漣
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

宮
内
温
泉
に
つ
い
た
二
人
は
、
花
子
を
見
舞
い
、
花
子
の
世
話
を
し
て
い
る

Ｓ
氏
と
親
し
く
な
っ
た
。
翌
日
二
人
は
村
内
の
見
物
に
出
か
け
、
Ｓ
氏
に
教
え

ら
れ
た
ジ
ャ
ス
パ
の
あ
る
浜
に
遊
ん
だ
。
そ
の
夜
、
二
人
は
Ｓ
氏
を
招
い
て
夕

食
を
共
に
し
、
花
子
の
話
に
耳
を
画
け
た
。

１
５２

１

繁郎
弓

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



Ｓ
氏
は
、
康
子
の
酌
を
う
け
な
が
ら
言
っ
た
。

「
と
こ
ろ
が
、
人
間
は
、
こ
の
自
然
の
恵
み
に
た
い
し
て
、
恩
を

仇
で
か
え
す
よ
う
な
真
似
を
し
て
い
る
。
人
間
は
、
こ
ざ
か
し
い

知
恵
を
身
に
つ
け
た
た
め
に
、
セ
ッ
ク
ス
に
与
え
ら
れ
て
い
る
愛

と
快
楽
を
摘
み
と
っ
て
、
そ
れ
だ
け
を
食
欲
に
む
さ
ぼ
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
自
然
に
た
い
す
る
許
し
が
た
い
反
逆
で
す
よ
。
わ

た
し
、
男
と
女
の
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ブ
と
い
う
も
の
も
認
め
ま

せ
ん
。
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
と
い
う
と
、
な
ん
と
な
く
文
学
的
で
、
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
で
、
美
し
く
み
え
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
セ
ッ

ク
ス
を
ぬ
き
に
し
た
愛
な
ど
、
や
は
り
、
自
然
の
摂
理
に
反
す
る

も
の
で
す
よ
。
愛
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
、
当
然
男
女
の
肉
体
的
な

結
合
に
ま
で
す
す
ま
ね
ば
、
自
然
な
姿
で
は
な
い
。
愛
と
は
、
愛

す
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
、
究
極
の
目
的
で
は
な
い
か
ら
な
ん
で

す
Ｌ可

と
す
る
と
、
お
な
じ
よ
う
に
、
セ
ッ
ク
ス
の
快
楽
も
、
快
楽
そ

れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
わ
け
な
ん
で
す
ね
？
Ｌ

可
そ
う
で
す
よ
。
い
ま
、
フ
リ
ー
セ
ッ
ク
ス
だ
の
ポ
ル
ノ
だ
の
と

い
う
言
葉
が
は
や
っ
て
ま
す
ね
。
だ
け
ど
、
人
間
が
、
快
楽
だ
け

を
享
楽
す
る
た
め
に
セ
ッ
ク
ス
を
お
こ
な
う
こ
と
も
、
自
然
に
反

し
た
行
為
で
す
よ
。
人
間
以
外
の
動
物
を
み
て
ご
ら
ん
を
さ
い
。

み
ん
な
、
自
然
の
命
じ
る
ま
ま
、
素
直
に
、
せ
い
い
っ
ぱ
い
セ
ッ

ク
ス
を
営
ん
で
い
ま
す
よ
。
こ
う
い
う
話
は
、
ご
婦
人
の
ま
え
で

は
、
失
礼
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
あ
、
き
い
て
く
だ
さ
い
Ｌ

Ｓ
氏
は
、
手
に
し
て
い
た
盃
を
、
膳
の
う
え
に
お
き
な
が
ら
言

っ
た
。

「
牛
で
も
馬
で
も
、
あ
る
い
は
鶏
な
ん
か
で
も
、
彼
ら
の
交
尾

は
、
あ
っ
と
い
う
ま
に
、
お
わ
っ
て
し
ま
う
と
い
い
ま
す
ね
Ｌ

多
木
は
、
黙
っ
て
う
な
づ
い
た
。

『
た
し
か
に
、
交
尾
そ
の
も
の
は
早
い
で
す
よ
。
さ
っ
き
の
ク
モ

な
ん
か
で
も
、
そ
う
で
す
ね
。
し
か
し
ね
、
交
尾
す
る
ま
で
の
、

人
間
で
い
え
ば
い
わ
ゆ
る
前
戯
に
あ
た
る
行
為
、
た
と
え
ば
馬
な

ど
、
じ
つ
に
ほ
ほ
え
ま
し
い
と
い
う
か
、
あ
い
ら
し
い
と
い
う

か
、
馬
に
く
ら
べ
れ
ば
、
ポ
ル
ノ
小
説
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
人

間
の
前
戯
は
、
い
や
ら
し
い
か
ぎ
り
で
す
よ
。
無
理
も
な
い
。
こ

’
5３

の
ほ
う
が
揮
猛
で
、
交
尾
を
す
ま
す
と
、
と
た
ん
に
、
オ
ス
を
食

い
殺
そ
う
と
す
る
。
オ
ス
か
ら
子
ダ
ネ
を
と
っ
て
し
ま
え
ば
、
も

う
用
ず
み
だ
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

「
む
ろ
ん
、
そ
こ
は
、
オ
ス
の
ほ
う
も
よ
く
心
得
て
い
ま
す
よ
。

う
か
つ
に
は
ち
か
よ
ら
な
い
。
巣
を
は
っ
て
い
る
メ
ス
の
そ
ば
へ

す
－
シ
と
糸
を
垂
ら
し
な
が
ら
お
り
て
き
て
、
ぶ
ら
ぶ
ら
糸
を

ふ
り
な
が
ら
、
メ
ス
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
チ

ャ
ン
ス
だ
と
み
る
と
、
目
に
も
と
ま
ら
ぬ
早
さ
で
、
メ
ス
に
い
ど

み
か
か
り
、
思
い
を
と
げ
る
と
、
そ
の
ま
ま
、
さ
っ
と
遁
れ
て

い
く
。
ま
る
で
武
蔵
と
小
次
郎
の
対
決
の
よ
う
な
、
一
瞬
の
真
剣

勝
負
な
ん
で
す
。
食
う
か
食
わ
れ
る
か
、
決
死
の
愛
の
営
み
な
ん

で
す
な
Ｌ

ク
モ
の
オ
ス
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
の
危
険
を
お
か
し
て
ま

で
、
な
お
メ
ス
を
愛
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
に
、
彼
ら
の

愛
の
姿
が
あ
っ
た
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

「
セ
ッ
ク
ス
と
は
、
も
と
も
と
、
そ
れ
ほ
ど
き
び
し
い
も
の
で
あ

っ
た
は
ず
な
ん
で
す
よ
。
す
べ
て
の
生
物
に
と
っ
て
、
諏
族
保
存

と
い
う
こ
と
が
、
自
然
か
ら
与
え
ら
れ
た
絶
対
的
を
要
請
で
し
ょ

う
。
だ
か
ら
、
種
族
を
保
存
す
る
た
め
の
生
殖
行
為
が
、
生
物
の

日
常
の
生
活
の
中
で
、
も
っ
と
も
た
い
せ
つ
な
、
も
っ
と
も
厳
粛

な
行
為
で
あ
る
こ
と
は
、
当
然
な
ん
で
す
よ
。
と
こ
ろ
が
、
ど
う

で
す
か
。
人
間
は
。
と
く
に
、
ち
か
ご
ろ
の
人
間
の
セ
ッ
ク
ス

は
ＬＳ

氏
は
、
歎
か
わ
し
そ
う
に
言
っ
た
。

「
自
然
と
い
う
も
の
は
、
生
物
に
き
び
し
い
反
面
、
非
常
に
や
さ

し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
セ
ッ
ク
ス
が
、
た
だ
味
気
な
い
も

の
、
忍
耐
だ
け
を
要
す
る
も
の
、
苦
捕
を
伴
う
も
の
だ
と
す
れ

ば
、
生
物
に
そ
う
い
う
セ
ッ
ク
ス
を
営
々
と
い
と
な
め
と
命
ず
る

の
は
か
わ
い
そ
う
だ
。
ま
た
、
セ
ッ
ク
ス
が
そ
ん
な
も
の
な
ら
、

生
物
は
厭
が
っ
て
、
み
ん
な
や
め
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
そ
う
す
れ

ば
、
生
物
は
亡
び
て
し
ま
う
。
そ
れ
じ
ゃ
い
か
ん
と
、
こ
れ
は
、

自
然
の
偉
大
な
知
恵
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
自
然
は
、
セ
ッ

ク
ス
に
こ
の
世
で
最
上
の
快
楽
と
、
美
し
い
愛
を
与
え
て
く
れ
た
。

自
然
は
、
じ
つ
に
慈
悲
ぶ
か
く
で
き
て
い
る
ん
で
す
よ
」
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う
い
う
小
説
で
は
、
た
だ
セ
ッ
ク
ス
の
快
楽
だ
け
を
、
あ
く
ど
く

描
こ
う
と
し
て
い
る
か
ら
で
す
よ
Ｌ

Ｓ
氏
は
、
口
を
ほ
そ
め
る
よ
う
に
し
て
、
言
葉
を
つ
い
だ
。

丁
馬
の
場
合
も
ね
、
オ
ス
馬
の
ほ
う
が
、
メ
ス
馬
に
ち
か
よ
っ
て

い
く
。
メ
ス
は
じ
っ
と
立
っ
て
、
オ
ス
の
く
る
の
を
待
ち
か
ま
え

て
い
る
。
オ
ス
は
、
あ
の
長
い
顔
で
、
メ
ス
の
顔
に
頬
ず
り
し
、

鼻
の
先
き
を
ふ
れ
あ
っ
て
、
愛
撫
す
る
。
人
間
が
愛
を
さ
さ
や
い

て
い
る
姿
と
、
そ
っ
く
り
な
ん
で
す
ね
。
メ
ス
馬
も
、
オ
ス
の
愛

撫
に
こ
た
え
か
え
し
て
い
る
。
す
る
と
、
オ
ス
は
、
メ
ス
の
お
尻

の
ほ
う
に
ま
わ
る
べ
く
、
メ
ス
の
わ
き
を
と
お
っ
て
い
く
。
そ
の

と
き
、
オ
ス
は
、
メ
ス
の
身
体
に
自
分
の
肌
を
、
そ
っ
と
す
り
つ

け
る
よ
う
に
し
て
い
く
ん
で
す
が
、
そ
れ
が
、
じ
っ
に
微
妙
な
愛

撫
の
表
現
な
ん
で
す
ね
。
動
物
な
が
ら
に
、
セ
ク
シ
ー
な
ん
で
す

よ
。
動
物
で
も
、
こ
ん
な
に
す
て
き
な
愛
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
心
得

屯

て
い
た
の
か
と
、
お
ど
ろ
か
さ
れ
ま
す
よ
。
こ
れ
が
、
馬
の
前
戯

で
あ
り
、
愛
の
交
換
な
ん
で
す
ね
。
動
物
だ
っ
て
、
た
だ
本
能
の

ま
ま
に
交
尾
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
。
人
間
に
負
け
ぬ
ほ
ど
、
い

や
、
い
ま
ど
き
の
性
の
快
楽
だ
け
を
お
っ
か
け
て
い
る
人
間
な
ど

と
は
比
較
に
な
ら
ぬ
ほ
ど
、
愛
の
歓
び
と
い
う
も
の
を
知
っ
て
い

る
ん
で
す
蝋
Ｌ

「
な
ん
だ
か
、
人
間
で
あ
る
ぼ
く
た
ち
の
ほ
う
が
、
赤
面
し
た
く

な
る
よ
う
な
話
で
す
ね
」

「
そ
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
現
代
の
セ
ッ
ク
ス
は
、
堕
落
し
た
、

退
廃
し
た
と
、
よ
く
い
わ
れ
て
い
ま
す
ね
。
も
し
も
そ
う
な
ら
、

人
間
は
、
も
っ
と
動
物
の
セ
ッ
ク
ス
を
見
な
ら
っ
た
ほ
う
が
い
い

で
し
ょ
う
。
わ
た
し
は
、
象
の
花
子
の
身
体
が
よ
く
な
っ
た
ら
、

生
れ
故
郷
の
タ
イ
へ
か
え
し
て
や
り
た
い
と
お
話
し
ま
し
た
ね
Ｌ

「
え
え
。
タ
イ
か
ら
迎
え
の
船
が
く
る
と
か
Ｌ

可
そ
う
な
ん
で
す
。
わ
た
し
が
花
子
を
タ
イ
に
か
え
し
て
や
り
た

い
の
は
、
ひ
と
つ
に
は
、
花
子
は
も
う
十
一
歳
、
す
っ
か
り
娘
ざ

か
り
に
な
っ
て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
。
一
日
も
早
く
、
恋
人
を
み

つ
け
て
や
り
た
い
。
だ
け
ど
、
こ
の
日
本
で
は
む
つ
か
し
い
。
で

す
か
ら
、
故
郷
の
タ
イ
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
か
え
し
て
、
彼
女
自
身

に
、
す
て
き
な
恋
人
を
み
つ
け
さ
せ
て
や
り
た
い
ん
で
す
。
花
子

は
き
っ
と
意
中
の
人
、
い
や
、
意
中
の
象
に
め
ぐ
り
あ
い
、
恋
愛

を
し
、
子
供
を
産
ん
で
く
れ
る
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
姿
が
、
自

然
が
わ
れ
わ
れ
動
物
に
与
え
て
く
れ
た
、
ほ
ん
と
う
の
姿
な
ん
で

す
よ
。
い
ま
、
わ
た
し
が
ど
れ
ほ
ど
花
子
を
か
わ
い
が
っ
て
や
っ

て
も
、
花
子
に
と
っ
て
は
、
動
物
と
し
て
け
っ
し
て
幸
福
で
は
な

い
ん
で
す
Ｌ

「
人
間
は
、
ど
れ
ほ
ど
か
わ
い
く
て
も
、
動
物
を
自
然
に
か
え
し

て
や
る
べ
き
な
ん
で
す
ね
？
Ｌ

可
そ
う
で
す
よ
。
ち
か
ご
ろ
は
、
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
で
、
人
間
は
や

た
ら
と
い
ろ
ん
な
動
物
を
飼
っ
て
い
ま
す
ね
。
人
間
の
子
供
を
過

保
護
に
し
た
よ
う
に
、
犬
や
猫
も
、
猫
か
わ
い
が
り
に
し
て
、
や

れ
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
だ
な
ん
だ
と
、
や
た
ら
に
ふ
と
ら
せ
て
喜
ん
で

い
ま
す
ね
。
そ
れ
で
、
け
つ
こ
う
動
物
を
か
わ
い
が
っ
て
い
る
つ

も
り
で
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
人
間
は
、
い
ち
ば
ん
た
い
せ
つ
な
こ

１
５４
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８月1 9 日（日）ＰＭ６８００～８：００神戸国際会館民音
会員制密1 , 0 0 0
☆神戸市教職員文化祭「坂本九Ｊ

と
を
忘
れ
て
い
る
ん
で
す
。
そ
れ
は
ね
、
犬
や
猫
が
発
情
期
に
な

っ
て
も
、
知
ら
ん
顔
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
犬

や
猫
が
ど
れ
ほ
ど
性
的
左
不
満
に
悩
ん
で
い
る
か
、
人
間
は
ち
っ

と
も
気
づ
い
て
や
ろ
う
と
は
し
な
い
ん
で
す
。
な
か
に
は
、
子
供

が
産
れ
た
ら
処
分
に
こ
ま
る
か
ら
と
、
断
種
し
て
し
ま
う
人
も
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
人
間
の
エ
ゴ
で
す
よ
。
人
間
っ
て
、
つ
く
づ
く

残
酷
な
動
物
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
、
と
き
ど
き
、
動
物
か

ら
復
糾
さ
れ
る
ん
で
す
。
そ
れ
も
、
い
た
い
け
な
い
幼
児
が
、
大

人
の
犠
牲
に
た
っ
て
源
Ｌ

「
ほ
ほ
オ
。
ど
ん
な
復
替
で
す
か
Ｌ

「
よ
く
新
聞
に
、
子
供
が
飼
い
犬
に
噛
ま
れ
て
怪
我
を
し
た
と
い

う
記
亦
が
で
る
で
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
、
注
意
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
噛
む
犬
の
ほ
と
ん
ど
が
オ
ス
の
成
犬
で
、
噛
ま
れ
る
子
供
の

ほ
と
ん
ど
が
幼
女
の
は
ず
で
す
Ｌ

、
ど
う
し
て
で
す
か
Ｌ

「
発
情
期
に
な
っ
て
も
メ
ス
犬
を
与
え
ら
れ
な
い
オ
ス
犬
が
、
幼

女
の
体
臭
の
な
か
に
メ
ス
の
匂
い
を
か
ぎ
と
る
の
で
す
。
幼
女

は
、
オ
シ
ッ
コ
表
ど
で
、
ど
う
し
て
も
下
着
類
を
よ
ご
し
が
ち
で

す
か
ら
ね
。
そ
の
匂
い
が
、
オ
ス
犬
を
興
奮
さ
せ
、
狂
暴
に
さ
せ

< 神戸の催し物８月ご案内＞
＜音楽＞
★あなたと私の音楽会一アマチュア・フォーク・コンサート
８月４日（土）開場ＰＭ２：３０開演ＰＭ３：００神戸海員
会館密4 0 0 主催／K o b e M u s i c F r i e n d s
ケスト／火の鳥

☆フオーリブスショー
８月1 5 日（水）①ＡＭ１１：００～ＰＭ１：００②ＰＭ２：３０～４
g 3 0 神戸国際会館Ａ薯2 , 5 0 0 Ｂ薯1 , 5 0 0

★メル・テーラーとザ・ダイナミックス
８月1 6 日（木）ＰＭ７：００～９：００神戸国際会館Ｓ蕗
1 . 9 0 0Ａ幕1 , 5 0 0Ｂ葛1 , 2 0 0ＣＹｌ, 0 0 0ラプシート２名密
3 , 2 0 0 （全館指定席）曲目／ワイルドで行こう、ハートに
火をつけて、ワイプ・アウト、キャラバンその他新: I h 多数
☆大フイル・京響ダイナミックコンサート
８月1 7 日（金）ＰＭ７：００～９：００神戸国廉会館民音
会員制薯1 , 2 0 0
★明治マンドリンクラブ演奏会
８月1 8 日（土）ＰＭ１：００～４：００神戸国際会館薯５０Ｏ
明治大学校友芸: 兵磁県支部主悩
★ニツテイ．グリテイ・ダート・バンド
８月1 8 日（土）ＰＭ７：００～９：００神戸国際会館
Ｓ密2,5 0 0Ａ蓄2, 0 0 0Ｂ薯1, 5 0 0

☆朱里エイコオン・ステージ

Ａ麺, 0 0 0 Ｂ幕7 0 0 （当日券は2 0 0 円高くなります）
☆ローリング・ストーンズ・フィルムコンサート
８月3 0 日（木）神戸国際会館無料ラジオ関西主仙

く演劇＞
★笑殺仕掛人一新四谷怪談（第一部）バラエティショウー涼
風（第二部）
８月１日（水）～1 0 日（金）①ＡＭ１１二３０～②ＰＭ２：３０
～神戸国際会館Ｓ蓮1 . 4 0 0 Ａ要9 0 0 自由席誼5 0 0

８月2 4 口（金）①ＰＭ２：００～４：００②ＰＭ５：３０～７：３０
２５日（土）①ＰＭ１２：００～ＰＭ２：００②ＰＭ３：００～５：
００③ＰＭ６：００～８：００神戸国際会館会員券神戸市主催

☆チェリツシュとアリス
る
の
で
す
。
だ
け
ど
、
こ
れ
は
、
犬
が
わ
る
い
ん
じ
ゃ
な
い
。
犬

を
欲
求
不
満
に
し
て
い
る
人
間
、
つ
ま
り
、
飼
い
主
が
わ
る
い
ん

で
す
よ
」

可
な
る
ほ
ど
。
飼
い
犬
は
ど
ん
な
に
ペ
ッ
ト
化
さ
れ
て
も
、
や
は

り
、
動
物
と
し
て
の
本
能
ま
で
失
っ
て
い
る
わ
け
じ
ゃ
左
い
ん
で

す
ね
Ｌ

「
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
ね
。
人
間
は
、
犬
の
言
葉
が
理
解
で

き
な
い
か
ら
、
犬
が
ど
れ
ほ
ど
悲
し
げ
に
性
の
不
満
を
う
ち
あ
け

て
も
、
耳
を
傾
け
て
や
ろ
う
と
は
し
た
い
。
そ
の
た
め
に
、
犬
は

ど
れ
ほ
ど
苦
し
み
、
も
だ
え
て
い
る
こ
と
か
。
あ
わ
れ
で
左
り
ま

せ
ん
な
。
わ
た
し
は
ね
、
犬
や
紬
を
一
匹
だ
け
飼
う
の
は
、
絶
対

に
反
対
な
ん
で
す
。
す
く
な
く
と
も
夫
婦
で
飼
っ
て
や
る
べ
き
で

す
。
そ
れ
が
で
き
な
い
人
間
は
、
動
物
を
飼
う
資
格
が
あ
り
ま
せ

ん
よ
。
そ
れ
は
、
自
然
の
摂
理
に
た
い
す
る
冒
涜
に
な
る
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
と
思
う
ん
で
す
Ｌ

多
木
は
、
Ｓ
氏
の
語
る
動
物
の
セ
ッ
ク
ス
の
生
態
か
ら
、
人
間

の
愛
と
性
の
在
り
方
を
教
え
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
の
だ
っ
た
。

（
つ
づ
く
）

８月2 7 日（日）
ＰＭ６：３０～９：ＯＯ
神戸国際会館労音
会員券
☆高石ともやとザ・ナ
ターシャー・セブン
８月2 9 日（水）ＰＭ
６：３０～９：００神戸
国際会館Ｓ蓄1 . 3 0 0

楽
し
い
ア
リ
ス

出演／束千代之介、花紀京、伊吹友木子、西尾三枝子、
早僻文司、若井はんじ、若井けんじ、他

★人形劇ピツカリ座公演
８月１日（水）①ＡＭ１２：００～②ＰＭ３：0 0 ～芦屋ルナホ
ールＹ 3 0 0

★関西テレビ放送公開録画「ザ・タカラヅカ」
８月８日( 水) ＰＭ６：３０～芦屋ルナホール整理券

☆民芸公演「修羅と死刑台」
８月2 1日（火）、２２日（水）、２３日（木）ＰＭ６：１５～９：００
神戸国際会館労演会員券出波／米倉害加年､ 伊旗孝雄、他

1５５
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編
集

後
記

★
縁
神
戸
の
デ
ィ
テ
ー
ル
ご
い
つ
も
感
心

し
な
が
ら
、
蹄
き
な
が
ら
…
い
つ
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
恥
し
な
が
ら
私
、
生

堂
れ
も
育
ち
も
“
神
戸
っ
子
“
、
チ
ピ
っ

子
の
時
か
ら
神
戸
の
町
を
行
っ
た
り
来
た

り
、
走
り
ま
わ
っ
て
、
歩
き
ま
わ
っ
て
…

…
神
戸
な
ら
隅
か
ら
す
み
ま
で
知
っ
て
い

る
は
ず
・
・
・
…
一
寸
オ
ー
バ
ー
か
な
？
で
も

場
所
が
分
か
っ
た
時
の
轡
び
、
又
々
賢
く

な
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
。
ア
リ
ガ
ト
ウ

「
神
戸
っ
子
』
。
冗
談
は
と
も
か
く
「
神
戸

っ
子
」
の
写
其
の
よ
さ
に
は
感
心
し
て
お

り
ま
す
。
カ
メ
ラ
の
方
「
神
戸
っ
子
」
を

き
れ
い
な
写
真
で
い
つ
ぱ
い
に
し
て
下
さ

い
。

（
葺
合
区
ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
・
エ
ー
ス
）

☆
神
戸
っ
子
を
手
に
し
て
か
ら
は
や
五
年

の
歳
月
が
経
ち
ま
し
た
。
装
訂
も
内
容
も

☆
黒
中
御
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

星
降
る
夏
の
夜
の
読
物
と
し
て
八
月
は

Ｓ
Ｆ
、
星
、
特
築
。
世
の
中
は
冷
房
時
代

で
一
昔
前
の
よ
う
に
、
夏
の
夜
空
を
眺
必

な
が
ら
縁
側
で
近
所
の
人
々
が
集
ま
っ
て

涼
み
な
が
ら
語
り
あ
う
と
い
う
よ
う
な
こ

と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
現
代
な
ら
さ
し

ず
め
ワ
イ
ン
に
じ
ゅ
う
た
ん
の
上
で
語
り

あ
う
の
で
し
ょ
う
か
。
Ａ
小
泉
康
夫
Ｖ

六
七
月
七
日
の
午
後
七
時
か
ら
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
綴
銀
河
パ
ー

テ
ィ
〃
・
短
期
間
の
郡
術
で
ウ
ロ
ウ
ロ
い

た
し
ま
し
た
が
、
ご
協
力
い
ろ
い
ろ
と
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
集
い
の

交
流
の
遊
び
の
中
か
ら
ま
た
新
し
い
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
へ
の
サ
ム
シ
ン
グ
が
生
れ
る
も

の
と
索
し
み
で
す
。
Ａ
小
泉
美
喜
子
Ｖ

安
部
正
夫

朝
比
奈
隆

青
木
重
雄

砂
野
仁

乾
豊
彦

石
野
信
一

石
野
成
明

榎
並
正
一

牛
尾
吉
朗

岡
崎
忠

小
曽
根
真
造

小
野
一
夫

大
淵
ツ
ト
ム

金
井
元
彦

嘉
納
正
治

嘉
納
毅
六

柏
井
健
一

小
磯
良
平

小
林
芳
夫

発
行
に
い
ろ
い
ろ
お
世
話
い
た
だ
い
た
方
が
た

夕少ハ

☆
月
刊
神
戸
っ
子
を
毎
月
お
銃
み
に
な
り

た
い
皆
さ
ま
、
ま
た
神
戸
を
離
れ
て
い
る

お
友
達
に
、
神
戸
の
香
り
を
お
と
ど
け
に

な
り
た
い
方
は
、
編
築
室
あ
て
に
お
申
込

み
下
さ
い
。
さ
っ
そ
く
お
送
り
し
ま
す
。

６
カ
月
分
一
二
○
○
円

１
年
分
二
四
○
○
円
（
送
料
共
）

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
神

戸
の
銘
店
に
は
、
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
神
戸
っ
子
が
お
か
れ
て
い
ま
す

★
月
刊
神
戸
っ
子
を
お
買
求
め
の
時
に
は

左
の
本
屋
さ
ん
へ
ど
う
ぞ
。

コ
ウ
ベ
ブ
ッ
ク
ス
さ
ん
ち
か
タ
ウ
ン

ニ
ュ
ー
漠
ロ
京
町
筋

漢
ロ
堂
湊
川
商
店
街

流
泉
書
房
セ
ン
タ
ー
宿

文
洋
堂
新
聞
会
館
１
僻

日
東
館
大
丸
前

津玉田田滝滝竹角砂塩新白雀阪坂古後上小小
高井中宮川川中南田路谷川部本井林藤林林泉
和健虎勝清猛重義秀昌時喜末英秀徳

之
一操郎彦二一郁夫民孝雄渥介勝忠楽二一雄一

年
々
豪
華
に
な
っ
て
い
く
の
が
よ
く
わ
か

り
ま
す
。
七
月
号
は
六
甲
山
特
撫
、
楽
し

く
既
ま
せ
て
い
だ
き
ま
し
た
。

神
戸
に
生
ま
れ
て
二
六
年
、
卒
業
し
た

中
学
、
高
校
の
す
ぐ
裏
側
か
ら
手
雌
に
登

れ
た
せ
い
も
あ
る
が
、
何
度
も
登
っ
た
コ

ー
ス
も
あ
り
、
未
だ
登
っ
た
こ
と
も
な
い

コ
ー
ス
も
あ
る
。
六
甲
山
も
こ
う
し
て
見

る
と
、
か
く
さ
れ
た
魅
力
が
数
多
く
あ
る

も
の
だ
と
つ
く
づ
く
感
心
し
て
い
る
。
神

戸
っ
子
愛
統
者
諸
君
も
今
一
度
、
各
コ
ー

ス
を
ト
ラ
イ
し
て
み
よ
う
。

（
神
戸
市
谷
本
昌
平
）

☆
毎
月
女
体
百
景
を
愛
読
し
て
い
る
一
学

生
で
す
。
７
月
号
の
「
角
笛
と
ぼ
た
も

ち
」
と
っ
て
も
お
も
し
く
、
画
先
生
の
観

察
力
の
鋭
さ
に
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

女
性
の
体
型
と
心
理
を
あ
れ
ほ
ど
深
く
洞

察
さ
れ
る
た
め
に
は
よ
ほ
ど
豊
髄
な
知
識

と
体
験
が
お
あ
り
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

私
も
真
理
子
と
い
う
名
前
な
の
で
思
い
あ

た
る
所
が
あ
り
、
ひ
そ
か
に
微
笑
え
ん
で

し
ま
い
童
し
た
。
私
も
一
度
先
生
に
折
入

っ
て
ご
相
談
し
た
い
こ
と
が
あ
る
の
で
す

が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

全
扉
都
市
北
白
川
・
大
西
真
理
子
）

竹
馬
準
之
励

外
島
健
吉

直
木
太
一
郎

西
脇
親

中
巻
弘

中
西
勝

難
波
還

南
部
圭
三

野
沢
幸
二
郎

専
一
郎

１深
水
惣
士
ロ

福
冨
芳
美

松
井
高
男

宮
崎
辰
雄

宮
地
聖
二

村
上
正
二
郎

百
崎
辰
雄

元
永
定
正

行
吉
哉
女

神
戸
青
年
会
議
所

愛
読
者

サ
ロ
ン

’
5８

神
戸
っ
子
ご
あ
ん
な
い

☆
「
北
神
戸
を
ゆ
く
」
の
取
材
で
ま
た
も

や
六
甲
登
山
。
小
あ
じ
さ
い
や
山
ぼ
う
し

の
花
に
み
と
れ
、
道
端
で
摘
ん
で
食
べ
た

野
い
ち
ご
の
美
味
し
か
っ
た
こ
と
。
小
さ

い
頃
遊
ん
だ
故
郷
の
野
山
が
ま
ぶ
た
に
浮

び
ま
し
た
。
人
栖
本
明
Ｖ

☆
神
戸
の
市
街
地
は
今
急
速
に
変
貌
し
つ

つ
あ
る
。
嘗
て
の
ま
ち
な
み
も
追
憶
の
深

淵
に
姿
を
失
い
つ
つ
あ
る
。
兵
庫
を
歩
き

な
が
ら
、
怖
緒
に
咽
泣
く
ま
ち
が
慾
し
い

と
、
ふ
と
、
思
う
。
人
禁
勝
裕
Ｖ

★
編
築
室
の
ク
ー
ラ
ー
の
冷
え
る
こ
と
。

身
体
が
凍
っ
て
し
ま
わ
な
い
か
と
思
う
ほ

ど
。
『
寒
い
、
寒
い
」
と
つ
ぶ
や
き
な
が

ら
、
外
に
出
て
身
体
を
暖
め
る
と
い
う
都

会
の
珍
事
。
人
西
口
恵
子
Ｖ

☆
Ｓ
Ｆ
作
家
放
談
の
現
場
に
立
ち
会
わ
せ

す
ご
い
テ
ン
ポ
で
闘
わ
さ
れ
た
二
人
の
会

話
の
毒
気
に
あ
て
ら
れ
、
あ
れ
以
後
私
の

ボ
ル
テ
ー
ジ
は
上
が
り
っ
ぱ
な
し
、
蝿
過

剰
で
す
。
Ａ
井
上
久
代
Ｖ

☆
今
月
も
ア
ッ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

っ
た
。
月
日
の
経
つ
の
は
速
い
も
の
。
去

年
の
今
ご
ろ
、
私
は
夏
休
み
で
暑
い
暑
い

と
い
い
な
が
ら
ノ
ン
ピ
リ
過
ご
し
て
い
た

ん
だ
つ
け
。
人
中
村
雅
子
Ｖ

湿
海
文
堂
元
町
通
３
丁
目

宝
文
館
元
町
通
５
丁
目

甲
南
堂
国
鉄
本
山
駅
北
口

小
原
光
文
堂
国
鉄
住
吉
駅
北
口

隆
司
書
房
新
開
地
本
通
り

文
進
堂
書
店
垂
水
銀
座
通
り

木
村
書
店
明
石
市
桜
町

神
戸
書
林
板
宿
バ
ス
停
前

秋
田
百
文
堂
奉
畑
い
榊
炉

南
天
荘
阪
急
六
甲
駅
２
階

ラ
ン
書
房
野
合
区
布
引
町

４
丁
目

☆
月
刊
神
戸
っ
子
に
広
告
を
掲
栽
ご
希
望

の
方
は
編
集
室
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

☆
神
戸
百
店
会
の
事
務
局
は
月
刊
神
戸
っ

子
編
集
室
内
に
あ
り
ま
す
。

神
戸
っ
子
Ｎ
Ｏ
・
蝿

罰
☆
発
行
／
妃
年
８
月
１
日

す
☆
編
集
・
発
行
／
小
泉
康
夫

は
☆
発
行
所
・
神
戸
っ
子
編
集
室

ン
神
戸
市
生
田
区
東
町
皿
の
１

筋
ｊ
大
神
ビ
ル
８
階

街
雪
佃
２
２
４
６
（
代
）

砿
振
替
口
座
神
戸
四
五
一
九
六

頒
価
加
円

前
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